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今 回の シンポジ ウムで筆 者の役割 はイ ラン人文学研 究者 のザ フラー
・ター ヘ リー氏 の発表 の コメンテー ター であった。彼 女が 日本 人 にペ
ル シア語 を教 え る時 に気 がつい た こ ととして取 り上 げた トピックは、
否定疑 問形 に対す る返事 の仕方 につい てであった。例 えば 「あなた は
そ こに行 って いない のですか?」 に対す る返事 は、 日本語 の場合 、行
っ てい な けれ ば 「は い、行 って いませ ん 」で あ り、行 って いれ ば 「
いい え、行 きま した」 にな るのに対 して、ペル シア語 では 「na(い い
え)、 行 っていません」 、 「bale(はい)、 行 きま した」 となる。 日本人
が反射 的 に 「母語 の翻訳 」 を して しま う場合 に起 こる間違い であ り、
このよ うな間違 いは、 同様 の構造 を持つ英語 で も見 られ る。 ターヘ リ
ー氏 は、長 年ペル シア語 を学習 して きた人 であって も、会話 において
は反射 的に 日本語 の翻訳 を して 間違 えるケー スが ある ことに驚 いてい
た。
しか し、別 の角 度か らこの発言 を見 る と、読 み書 きが 自在 に もかか
わ らず に会話 において 間違 い をす るペル シア語 学習者 に彼 女 が驚 くと
い うこ とが、筆者 に とっては興 味深 い こ とであった。 これ は筆者 がイ
ラ ンで感 じた実感 と一致す る。っ ま り、少 な くとも筆者 が 日本 で学生
と して外 国語 を学 ぶ ときには、 アル ファベ ッ トの書 き方 か ら始 ま る読
み書 きの学習 か ら始 め、読 み書 きがあ る程度 自在 になってか らよ うや
く会話習得 へ と進 む とい う方法 が一般的 であった。イ ラン人 であ る彼
女 は違和感 を感 じてい た。 イ ランでは、外 国語 を学ぶ人 の多 くが、ま
ず 会話 の学習 か ら始 めて、その後読 み書 きを学習 してい る。イ ラ ン人
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が 日本 語 を学習す る場合 、他 の外 国人 と同様 に無 数 にあ る漢字 とい う
難 関が存在す る とい う特殊 な事情 はあ る。 しか し、 日本 以外 の国で あ
って もイ ラン人 の多 くは、まず会話 能力が先 に上達 して、そ の後 読み
書 き能 力へ とい う順番 にな って い る。逆 に、 日本 か らイ ランへ行 った
日本 人留学 生に対 して 「これ ほ ど読んだ り書 いた りで きるのに、 ど う
して話せ ないのか?」 とイ ラン人 に不思議 が られ る ことが よくあ る。
シ ンポ ジ ウムにおい ての発言 に もあった が、 この よ うな違 いは、 日本
人 が文書 のや りと りに よるコ ミュニケー シ ョン を よ り重要 だ と考 え、
読 み書 きの能力 を優先す るのに対 して、イ ラ ンの文化 で は文 書のや り
と りだ けではな く、まず 電話や 直接会 うこ とで直接 会話す ることによ
る コ ミュニ ケー シ ョンを重視 して い る とい う違 い が ある と考 え られ
る。
第1節 イランにお ける教育 の方法
イ ランの学校教 育にお けるイ ランの授 業の進 め方 には、上記 のよ う
なイ ランの文化が反 映 され てい る。イ ラ ンで一般 の公立学校 で行 われ
て い る授 業 の方 法 は、(教 科書 を)「 教 える」 、(教 科書 を)「 読
む」、(教 科書 の問い に)「 答 える」の三段階 に分 かれ ている1。 「教
える」段 階で は、 教師 は児 童 ・生徒 といっ しょに教科書 を読み 、その
内容 について説 明 し、理解 を促 す。 そ して 「読む 」段 階で は、家庭 に
おい てそれぞれ の児 童 ・生徒が 内容 を完全 に記憶 す るまで読み込 む。
最後 に 「答 える」 段階 で教 師 は児童 ・生徒 に質 問 し、完 全 に記憶 した
教科書 の一部 をま るご と口頭で 回答 させ る。近年 増加 してい る私 立学
校 な どでは別 の教 育方法 が と られ ることが ある ものの、い わゆる伝 統
的 な教 育方法 として教 え られて い る形は、以上 の よ うな ものであ る。
そ こでの学習 の 目的 は 「教科書 を憶 えて、それ を 口頭 で言 える よ うに
なる」 とい うことで ある。
イ ランに近代学 校教育 が導入 され る以前 には、初等 教育 はマク タブ
と呼ばれ る、地域 にある小 さな教 室で行 われ てい た。 そ こでは、 コー
ラ ンをテ キス トと した読 み書 きな どの教育 が行 われ ていた。 まず コー
ラ ンを声 に出 して読み 、それ を暗記す るこ とか ら始 め られ た。 イ ラン
にお ける教科書 を暗記す るこ とを基本 とす る教 育 のあ り方 は、 ここに
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基礎 があ る。
基本 とな るテ キス トを徹底 的 に暗記 し、それ を 口頭 で 自由 自在 に言
え るよ うにな る ことがイ ランの学校教 育 の基本 におい て最 も必要 とさ
れ る能力 で ある。 イ ランの学校 教育 において は、その よ うな能力 を高
め るた めに教科書 を読み 、記 憶 し、それ を 口頭 で発 表す るとい う訓練
が繰 り返 し行 われ ていた。 これは 、 日本で よ く批判 され る詰 め込 み教
育 とは異 なっ てい る。 日本 の詰 め込み教 育 の例 と してあ げ られ るの
は、歴史 の年代や 円周率 な どの小 さく細切れ に され たバ ラバ ラの知 識
を脈絡 な く憶 える とい うこ とで ある。 イ ランの場合 はひ とつ の文 章、
ひ とつ のパ ラグラ フをそ の意 味の解釈 や コンテ クス トも含 めて丸 ごと
憶 えるこ とで あ る。ひ とつの 「型」 と して頭 に刻 み込 まれ た この知 識
は、必要 な場面 におい てその 「型」 を頭 の中の引き 出 しか ら出 して利
用 す るために身 にっ けることを要求 され る。
した がって 、常に原稿 を見なが らス ピー チをす るよ うでは 、イ ラン
で知識人 と して尊 敬 され る ことはない。 ウラマー と呼 ばれ るイ ス ラー
ム法学者 がテ レビで説教 をす る とき も、政治家 が演 説す る とき も、基
本 的 には原 稿 を持 っ こ とな く、 自分 の頭 の中の引き出 しに ある様 々な
「型」 を利 用 した レ トリックをち りば めて話 を組 み立 て、 よ どみな く
話 が続 け られ る。 また、 その よ うな こ とのできる能 力 のあ る者 が知 識
人 として高い評 価 を受 けることにな る。
第2節 「型」の作 り方
イ ランにお いて、 この よ うな 「型 」の典型 的な例 として あげ られ る
のは 、や は り詩 で ある。 イ ランの人 々 は、知識 人で あるな しに関わ ら
ず詩 を読 み、詩 を 「型」 として 自分 の頭 の引き出 しに しま ってお き、
必 要 な ときに会話 の 中にその詩 の一節 を言 うことに よって 自分 の言い
たい こ とを簡潔 に、 スマ ー トに表現 しよ うとす る。 イ ラ ンの詩 は哲学
的 にも深 い 内容 の ものが含 まれて お り、 また、複雑 な 日常世界 を説 明
す るのに必要 な知恵が凝縮 してい る 「型 」である。
筆者 は、イ ラ ンのテヘ ラ ンで ある女子 中学校 で授 業 を観 察 してい る
とき に 「詩 の し りとり」 とい う遊 び を見 た こ とが あ る。イ ラ ンの詩
は、一行(ミ ス ラー)が 半句、二行(バ イ ト)で 対句 となってい る。
「詩 の し りと り」 とは一人 が 知 って い る詩 の 中 の一 部 の対 句 を言 う 鹽
と、次 の人 がその最後 の言葉や文 字か ら始ま る対句 を言 うとい う遊び
で ある。 そ の しりと りが次 々 と続 くの を見て 「一体彼 女た ちはい くつ
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の詩 を憶 えてい るのだ ろ う」 とたいへ ん驚 いた。筆 者 は 目本で百人一
首 を憶 え るとい う宿題 を課 された こ とがあ り、 たいへ ん苦 労 した経験
が ある。 現在で はその多 くを忘れて しまってい る。 日本 ではイ ランの
よ うに 日常的 に会話 の 中で その一節 が使用 され た りす るこ とが ほ とん
どない か らで あろ う。 また 、百人一首 を憶 えた こ とを確認 す るた めに
行 われ たテス トは、 「括弧 の 中に適 当な単語 を書 き入れ よ」で あった
り、 「この言葉 の意 味 は何 か」で あった りとい う、細 かな部分 を問 う
もので あ った とい う記 憶 があ る。イ ラ ンでは、 その よ うな問い方 が さ
れ るこ とはほ とん どな く、詩 を口頭 できちん と詠 む こ とがで きるのか
ど うかが重視 され る。
イ ラ ンでは質 問に対 して反 射的 にきちん と した文章 の形 で答 える こ
と、そ れが教育 において求 め られ てい ることで あ る。 そのた めに教科
書 の内容 を丸 ご と記 憶 し、必要 に応 じて 口頭 でそれ を 自在 に引き出せ
るよ うに訓練す る。 それ は、 テ キス トを 「型 」 として頭 の 中に形 作
り、そ の 「型」 を会 話 な どにお ける 口頭 での コ ミュニケー シ ョンで使
用す るた めの訓練 であ る。
むすびにかえて
以上 の よ うな理 由か ら、今 回 のシンポジ ウムにお いてターヘ リー 氏
が 「質 問 に対す る回答 の仕 方」 につ いて注 目す る こ とは、イ ランの文
化的背 景か ら自然 な こ とであ る。イ ラ ンの教育 にお いて重視 され るの
は、会話 とい う口頭 にお け るコ ミュニケー シ ョンで 、適切 な受 け答 え
ので き る能力 であ る。 自分 の 中で形成 された 「型 」 を使 って、適切 な
言葉 を妥 当な場所 で即座 に回答で き る能力で ある。 それ は、知 の多 く
を、書 かれた ものか ら取 り入れ てきた 日本 とは異 な ってい る。 これ か
ら異文化 間の コ ミュニ ケー シ ョンを考 えるにあた っては、 このよ うな
言語習 得 の背後 にあ る 目に見 えない文化 の違 い、ま たそれが教育 とい
う分野 におい て どの よ うに形成 され た文化 の違 い なのかについ て も考
慮す る必要があ ると筆者 は考 える。
